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(57)【要約】
【課題】  画像表示パネルの液晶劣化及び焼き付け（残
像）の発生を防止するため、不均一クロストークの発生
を抑えつつ、画素に印加される電圧の交流化周期を短く
する。
【解決手段】  時分割駆動方法において、ある垂直同期
信号周期中に全走査信号線数ｎよりも小さな数ｍ本の走
査信号線を選択する毎に、液晶表示素子への印加電圧の
極性を反転する様に液晶駆動を行い、次の垂直同期信号
周期では前の垂直同期信号中に各液晶表示素子へ印加さ
れた駆動信号と逆の極性の駆動信号を印加する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  複数の表示信号線と、前記表示信号線と
互いに交差して複数の格子領域を形成する走査信号線
と、前記複数の格子領域上にそれぞれ配置された、前記
走査信号線および前記表示信号線から、画素に選択電圧
または非選択電圧を印加する信号入力素子とを有する画
像表示パネルと、前記走査信号線に前記走査信号を出力
する走査信号出力手段と、前記表示信号線に前記画像信
号を出力する画像信号出力手段とを備えた画像表示装置
を用い、
前記画素に対して同一階調を表示する場合に、前記走査
信号線および前記表示信号線から印加される選択電圧ま
たは非選択電圧の高低を逆転させる反転方法を用いる画
像表示制御方法において、
所定数の垂直同期信号周期毎に時間的反転方法を用い、
前記所定数の垂直同期信号周期内では空間的反転方法を
用いるとともに、前記所定数の垂直同期信号周期内の連
続する垂直同期信号周期間では前記空間的反転方法の引
き継ぎを行い、前記所定数の垂直同期信号周期内の最後
の垂直同期信号周期から次の垂直同期信号周期へは前記
空間的反転方法の引き継ぎを行わないようにし、
前記時間的反転方法とは、前の所定数の垂直同期信号周
期で行った表示に対して、次の所定数の垂直同期信号周
期では反転を行う方法であり、
前記空間的反転方法とは、１垂直同期信号周期内に選択
される所定の前記走査信号線の本数に対応するエリア毎
に反転を行う方法であり、
前記空間的反転方法の引き継ぎとは、
前記連続する垂直同期信号周期内の、前の垂直同期信号
周期の最後の前記エリアが、次の垂直同期信号周期の最
初の部分にまたがっているものである、画像表示制御方
法。
【請求項２】  前記所定数の垂直同期信号周期は、１垂
直同期信号周期である請求項１に記載の画像表示制御方
法。
【請求項３】  前記画像表示パネルは液晶パネルである
請求項１または２に記載の画像表示制御方法。
【請求項４】  複数の表示信号線と、前記表示信号線と
互いに交差して複数の格子領域を形成する走査信号線
と、前記複数の格子領域上にそれぞれ配置された、前記
走査信号線および前記表示信号線から、画素に選択電圧
または非選択電圧を印加する信号入力素子とを有する画
像表示パネルと、前記走査信号線に前記走査信号を出力
する走査信号出力手段と、前記表示信号線に前記画像信
号を出力する画像信号出力手段と、前記走査信号出力手
段および前記画像信号出力手段を制御する制御手段とを
備え、
配線および前記表示信号線から印加される選択電圧また
は非選択電圧の高低を逆転させる反転方法を用いる画像
表示制御を行う画像表示装置において、 *
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*前記制御手段は、
所定数の垂直同期信号周期毎に時間的反転方法を用い、
前記所定数の垂直同期信号周期内では空間的反転方法を
用いるとともに、前記所定数の垂直同期信号周期内の連
続する垂直同期信号周期間では前記空間的反転方法の引
き継ぎを行い、前記所定数の垂直同期信号周期内の最後
の垂直同期信号周期から次の垂直同期信号周期へは前記
空間的反転方法の引き継ぎを行わないようにし、
前記時間的反転方法とは、前の所定数の垂直同期信号周
期で行った表示に対して、次の所定数の垂直同期信号周
期では反転を行う方法であり、
前記空間的反転方法とは、１垂直同期信号周期内に選択
される所定の前記走査信号線の本数に対応するエリア毎
に反転を行う方法であり、
前記空間的反転方法の引き継ぎとは、
前記連続する垂直同期信号周期内の、前の垂直同期信号
周期の最後の前記エリアが、次の垂直同期信号周期の最
初の部分にまたがっているものである、画像表示装置。
【請求項５】  前記所定数の垂直同期信号周期は、１垂
直同期信号周期である請求項４に記載の画像表示装置。
【請求項６】  前記画像表示パネルは液晶パネルである
請求項４または５に記載の画像表示装置。
【請求項７】  請求項４に記載の画像表示装置の前記走
査信号出力手段および前記画像信号出力手段を制御する
制御手段の全部または一部としてコンピュータを機能さ
せるためのプログラム。
【請求項８】  請求項４に記載の画像表示装置の前記走
査信号出力手段および前記画像信号出力手段を制御する
制御手段の全部または一部としてコンピュータを機能さ
せるためのプログラムを担持した媒体であって、コンピ
ュータにより処理可能な媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、例えば液晶パネル
等を用いた画像表示装置の表示制御方法等に関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】液晶を用いた画像表示装置において、液
晶は直流で駆動すると液晶自身の劣化を引き起こし、表
示品質の低下及び寿命に重大な影響を与える為に、液晶
は交流駆動を行うことが必要である。
【０００３】図４は従来の技術によるＳＴＮ型マトリッ
クス表示を行う液晶表示装置の構成図である。図におい
て、１１は、表示信号線１３と、走査信号線１５とが格
子状に配列され、その交点に信号入力素子１２が設けら
れた表示パネルである。また、１４は表示信号線１３に
電圧を印加する表示信号出力手段である。また、１６は
走査信号線１５に電圧を印加する走査信号出力手段であ
る。また１７は表示信号出力手段１４および走査信号出
力手段１６を制御する制御手段である。
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3
【０００４】各走査信号線１５に順次走査電圧を印加し
各走査信号線を選択する期間に、その選択された走査信
号線上の液晶表示素子の選択・非選択データに応じて、
表示信号線１３から選択電圧・非選択電圧を印加して液
晶駆動を行うマトリクス状の液晶表示装置の時分割駆動
方法では、垂直同期信号周期毎に反転を行わなうと、画
像表示パターン差によって生ずる実効印加電圧周波数差
を小さくする、すなわち不均一クロストークが生ずるお
それがある。
【０００５】そこで、時分割駆動方法においては、一般
的に全走査信号線数よりも小さな自然数ｍ本の走査信号
線を選択する毎に、その高低が逆転する選択電圧または
非選択電圧を、表示信号線１３および走査信号線１５に
それぞれ印加し、信号入力素子１２に印加される電位が
反転する様な極性反転（交流化）信号で駆動させて交流
化を行っている。ここで上記のような電位の反転を空間
内反転方法と呼ぶ。
【０００６】ここで、図２に一例として、一本の表示信
号線ＸｉにＹ１～Ｙ１９までの１９本の走査信号線が接
続され、交互に明暗を表示している場合を示す。
【０００７】また、図３に、一例として図２の画像パタ
ーンを表示する、この方式による駆動印加電圧波形を示
す。図２において、Ｙ１、Ｙ２、……Ｙ１８、Ｙ１９は
走査信号線、Ｘｉは表示信号線、白丸は選択素子、黒丸
は非選択素子を示す。なお、この図３ではｍ（極性反転
周期）＝５に対応する。
【０００８】図３（ａ）は、走査信号線Ｙ１に印加され
る走査信号波形を示し、（ｂ）は、表示信号線Ｘｉに印
加される表示信号波形を示し、また、（ｃ）は走査信号
線Ｙ１と表示信号線Ｘｉとの交点に位置する液晶表示素
子に印加される電圧波形を示す。ｔは１走査信号線を選
択する時間を示し、この時の垂直同期信号周期Ｔは、１
９（走査信号線数）×ｔである。また、５（＝ｍ）×ｔ
の時間毎に極性反転が行われている。
【０００９】図３において、Ｖ０は走査信号の選択ハイ
レベル及び表示信号の選択ハイレベル、Ｖ１は走査信号
の非選択ハイレベル、Ｖ２は表示信号の非選択ハイレベ
ル、Ｖ３は表示信号の非選択ローレベル、Ｖ４は走査信
号の非選択ローレベル、Ｖ５は走査信号の選択ローレベ
ル及び表示信号の選択ローレベルの電圧値をそれぞれ示
している。但し、Ｖ４－Ｖ５、Ｖ４－Ｖ３、Ｖ１－Ｖ
０、Ｖ１－Ｖ２の絶対値は全て等しい。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】現在、一般的に実施さ
れている上記の駆動方式では、次に述べる様な問題点が
ある。
【００１１】液晶は直流で駆動した時、液晶自身の劣化
が起こり液晶表示品位上において、致命的な問題とな
る。また、交流駆動時においてもその交流化周期が長く
なる程、液晶自身の劣化及び液晶表示上の焼き付け（残
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像）が大きくなることが実験的に証明されている。
【００１２】この液晶駆動方式では、液晶表示装置の全
走査信号線数ｎと、上記の空間内反転方法の極性反転周
期を与える走査信号線数ｍとの最小公倍数をＭとした
時、（２×Ｍ）本の走査信号線を選択する期間で、液晶
表示素子への直流成分が０、すなわち交流化が行われ
る。図３の駆動印加電圧波形では、ｎ（＝全走査信号線
数）は１９、ｍ（＝極性反転数）は５より、Ｍは１９と
５の最小公倍数より９５となり、よって１９０（＝２×
９５）本の走査信号線を選択する期間で交流化が行われ
る。
【００１３】ここで、不均一クロストークを低減するた
めにｍは選定されており、一般的に１３や１７といった
素数が選ばれることが大半である。この時のＭは（ｍ×
ｎ）となり、液晶表示装置の全走査信号線数ｎに依存
し、走査信号線の数がが大きくなるほど交流化周期が長
くなる。ｍを小さくすると交流化周期は短くすることが
できるが、それでは不均一クロストークを低減すること
ができなくなる。
【００１４】近年、液晶表示モジュールは、ワードプロ
セッサやパーソナルコンピュータなどの大表示容量（Ｖ
ＧＡ・ＳＶＧＡ）デイスプレイを必要とするＯＡ機器に
広く使用されており、走査信号線が２４０本・３００本
と大きくなり、それにともない交流化周期が長くなるこ
とで、液晶自身の劣化・焼き付け（残像）発生が大きな
課題となっている。今後は、ＣＲＴ代替のモニター分野
への展開がすすめられており、より一層の大表示容量化
（ＸＧＡ・ＳＸＧＡ）が予測され、この液晶劣化及び焼
き付け（残像）の課題解決は必要不可欠のものとなって
いる。
【００１５】本発明は、このような従来の空間内反転方
法を用いた液晶表示装置の駆動方法において、走査信号
線の選択本数を適切なものとしつつ、交流化周期を短く
して、液晶劣化及び焼き付け（残像）の発生を低減する
ことを目的とする。
【００１６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
めに、第１の本発明（請求項１に対応）は、複数の表示
信号線と、前記表示信号線と互いに交差して複数の格子
領域を形成する走査信号線と、前記複数の格子領域上に
それぞれ配置された、前記走査信号線および前記表示信
号線から、画素に選択電圧または非選択電圧を印加する
信号入力素子とを有する画像表示パネルと、前記走査信
号線に前記走査信号を出力する走査信号出力手段と、前
記表示信号線に前記画像信号を出力する画像信号出力手
段とを備えた画像表示装置を用い、前記画素に対して同
一階調を表示する場合に、前記走査信号線および前記表
示信号線から印加される選択電圧または非選択電圧の高
低を逆転させる反転方法を用いる画像表示制御方法にお
いて、所定数の垂直同期信号周期毎に時間的反転方法を
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用い、前記所定数の垂直同期信号周期内では空間的反転
方法を用いるとともに、前記所定数の垂直同期信号周期
内の連続する垂直同期信号周期間では前記空間的反転方
法の引き継ぎを行い、前記所定数の垂直同期信号周期内
の最後の垂直同期信号周期から次の垂直同期信号周期へ
は前記空間的反転方法の引き継ぎを行わないようにし、
前記時間的反転方法とは、前の所定数の垂直同期信号周
期で行った表示に対して、次の所定数の垂直同期信号周
期では反転を行う方法であり、前記空間的反転方法と
は、１垂直同期信号周期内に選択される所定の前記走査
信号線の本数に対応するエリア毎に反転を行う方法であ
り、前記空間的反転方法の引き継ぎとは、前記連続する
垂直同期信号周期内の、前の垂直同期信号周期の最後の
前記エリアが、次の垂直同期信号周期の最初の部分にま
たがっているものである、画像表示制御方法である。
【００１７】また、第２の本発明（請求項２に対応）
は、前記所定数の垂直同期信号周期は、１垂直同期信号
周期である第１の本発明の画像表示制御方法である。
【００１８】また、第３の本発明（請求項３に対応）
は、前記画像表示パネルは液晶パネルである第１または
第２の本発明の画像表示制御方法である。
【００１９】また、第４の本発明（請求項４に対応）
は、複数の表示信号線と、前記表示信号線と互いに交差
して複数の格子領域を形成する走査信号線と、前記複数
の格子領域上にそれぞれ配置された、前記走査信号線お
よび前記表示信号線から、画素に選択電圧または非選択
電圧を印加する信号入力素子とを有する画像表示パネル
と、前記走査信号線に前記走査信号を出力する走査信号
出力手段と、前記表示信号線に前記画像信号を出力する
画像信号出力手段と、前記走査信号出力手段および前記
画像信号出力手段を制御する制御手段とを備え、配線お
よび前記表示信号線から印加される選択電圧または非選
択電圧の高低を逆転させる反転方法を用いる画像表示制
御を行う画像表示装置において、前記制御手段は、所定
数の垂直同期信号周期毎に時間的反転方法を用い、前記
所定数の垂直同期信号周期内では空間的反転方法を用い
るとともに、前記所定数の垂直同期信号周期内の連続す
る垂直同期信号周期間では前記空間的反転方法の引き継
ぎを行い、前記所定数の垂直同期信号周期内の最後の垂
直同期信号周期から次の垂直同期信号周期へは前記空間
的反転方法の引き継ぎを行わないようにし、前記時間的
反転方法とは、前の所定数の垂直同期信号周期で行った
表示に対して、次の所定数の垂直同期信号周期では反転
を行う方法であり、前記空間的反転方法とは、１垂直同
期信号周期内に選択される所定の前記走査信号線の本数
に対応するエリア毎に反転を行う方法であり、前記空間
的反転方法の引き継ぎとは、前記連続する垂直同期信号
周期内の、前の垂直同期信号周期の最後の前記エリア
が、次の垂直同期信号周期の最初の部分にまたがってい
るものである、画像表示装置である。
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【００２０】また、第５の本発明（請求項５に対応）
は、前記所定数の垂直同期信号周期は、１垂直同期信号
周期である第４の本発明の画像表示装置である。
【００２１】また、第６の本発明（請求項２に対応）
は、前記画像表示パネルは液晶パネルである第４または
第５の本発明の画像表示装置である。
【００２２】また、第７の本発明（請求項７に対応）
は、第４の本発明の画像表示装置の前記走査信号出力手
段および前記画像信号出力手段を制御する制御手段の全
部または一部としてコンピュータを機能させるためのプ
ログラムである。
【００２３】また、第８の本発明（請求項８に対応）
は、第４の本発明の画像表示装置の前記走査信号出力手
段および前記画像信号出力手段を制御する制御手段の全
部または一部としてコンピュータを機能させるためのプ
ログラムを担持した媒体であって、コンピュータにより
処理可能な媒体である。
【００２４】以上のような本発明は、その一例として、
一般的な時分割駆動において、ある垂直同期信号周期中
に全走査信号線数ｎよりも小さなｍ本の走査信号線を選
択する毎に、液晶表示素子への印加電圧の極性を反転す
る様に液晶駆動を行い、次の垂直同期信号周期では前の
垂直同期信号中に各液晶表示素子へ印加された駆動信号
と逆の極性の駆動信号を印加する液晶駆動方法である。
【００２５】この液晶駆動方法によって、液晶表示装置
の全走査信号線数に依存されることなく、垂直同期信号
周期の２倍の期間毎で交流化を行うことで、液晶自身の
劣化及び液晶表示上の焼き付け（残像）の発生を最小に
抑えることが可能となる。
【００２６】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施の形態を図
面を参照しながら説明する。
【００２７】本発明の画像表示制御方法を実現するため
の画像表示装置の構成は、従来の画像表示装置と同様な
ので、説明には図４を用い、詳細な説明は省略する。
【００２８】また、図１に本発明の一実施の形態による
画像表示駆動方法を用いて、図２の画像パターンを表示
した場合の、走査信号線１５、表示信号線１４、画素に
電位を与える信号入力素子それぞれに印加される電圧波
形を示す。図２において、Ｙ１、Ｙ２、……、Ｙ１８、
Ｙ１９は走査信号線１５、Ｘｉは表示信号線１３、白丸
は選択された信号入力素子１２、黒丸は非選択の信号入
力素子１２を示す。なお、この図１では、空間内反転方
法の極性反転周期を与えるｍ（極性反転周期）＝５に対
応する。
【００２９】図１（ａ）は、走査信号線Ｙ１に印加され
る走査信号波形を示し、（ｂ）は、表示信号線Ｘｉに印
加される表示信号波形を示し、また、（ｃ）は走査信号
線Ｙ１と表示信号線Ｘｉとの交点に位置する液晶表示素
子に印加される電圧波形を示す。ｔは１走査信号線を選
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7
択する時間を示し、この時のＹ１～Ｙ１９の全走査信号
線に選択電圧または非選択電圧を印加する垂直同期信号
周期Ｔは、１９（走査信号線数）×ｔである。
【００３０】この図において、Ｖ０は走査信号及び表示
信号の選択ハイレベル、Ｖ１は走査信号の非選択ハイレ
ベル、Ｖ２は表示信号の非選択ハイレベル、Ｖ３は表示
信号の非選択ローレベル、Ｖ４は走査信号の非選択ロー
レベル、Ｖ５は走査信号及び表示信号の選択ローレベル
の電圧値をそれぞれ示している。但し、Ｖ４－Ｖ５、Ｖ
４－Ｖ３、Ｖ１－Ｖ０、Ｖ１－Ｖ２の絶対値は全て等し
い。
【００３１】本実施の形態の画像表示駆動方法において
は、空間内反転方法として、１垂直同期信号周期におい
て、上述したように、５本の走査信号線を所定のエリア
として、このエリア当たりの選択時間（５（走査信号線
本数）×ｔ（選択時間））の時間毎に、走査信号線およ
び表示信号線から印加される選択電圧または非選択電圧
の高低、すなわちハイレベル／ローレベルが逆転し、信
号入力素子へ印加される電圧の極性反転が行われてい
る。
【００３２】また、次の垂直同期信号周期では、時間内
反転方法として、前の垂直同期信号周期中に印加された
駆動信号と逆の極性となる様な駆動信号が、各信号入力
素子へ印加する。
【００３３】このとき、本実施の形態の空間反転方法
は、１垂直同期信号周期において、全走査信号線の本数
は１９本であるから、５本づつの走査信号線を所定のエ
リアとして、極性反転を行っていくと、最後のエリアは
４本の走査信号線を選択することとなり、走査信号線の
本数は満たされないが、次の垂直信号周期では時間内反
転方法が実行され、再び５本づつの走査信号線が所定の
エリアとして、極性反転が行われる。
【００３４】図１に示す、画素に印加される電圧波形で
は、垂直同期信号周期の２倍の期間、すなわち３８（＝
２×１９）本の走査信号線を選択する期間で交流化が行
われる。
【００３５】以上の様に、従来の駆動方式では１９０本
の走査信号線を選択する期間で交流化が行われるのに対
し、本発明では３８本の走査信号線を選択する期間で交
流化を行うことが可能となる。よって、本発明の表示制
御駆動方法により、従来駆動方式にて大きな課題であっ
た、交流化周期を短くするとともに、液晶自身の劣化及
び液晶表示上の焼き付け（残像）の防止の効果を得るこ
とが出来る。
【００３６】なお、上記の説明においては、時間内反転
方法は、１垂直同期信号周期で極性反転行うものとした
が、これはもっとも短い交流化周期を得るものであり、
２以上の垂直同期信号周期を単位として、この単位毎に
極性反転を行うようにしてもよい。この時、空間内反転
方法は、反転単位内では、所定のエリア毎の極性反転
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が、単位の最後の垂直同期信号周期まで継続されるよう
にする。
【００３７】例えば、時間内反転方法が、３垂直同期信
号周期で行われる場合は、その１番目の垂直同期信号周
期においては、５本の走査信号線を所定のエリアとして
選択していくと、最後のエリアは、残りの４本の走査信
号線と、２番目の垂直同期信号周期における最初の一本
の走査信号線とを選択するようにして、エリアが連続す
る垂直同期信号周期にまたがって形成され、このエリア
毎に極性反転が行われるようにする。
【００３８】動作を続けると、２番目の垂直同期信号周
期においては、最初の一本の走査信号線は、１番目の垂
直同期信号周期の最後の所定のエリアに含まれ、次の１
５本（５本×３）が、３つのエリアを形成し、このエリ
ア毎に極性反転が行われる。最後のエリアは、残りの３
本の走査信号線と、３番目の垂直同期信号周期における
最初の２本の走査信号線とを選択するようにして、連続
する垂直同期信号周期にまたがってエリアが形成され
る。
【００３９】最後に、３番目の垂直同期信号周期におい
ては、最初の２本の走査信号線は、２番目の垂直同期信
号周期の最後の所定のエリアに含まれ、次の１５本（５
本×３）が、３つのエリアを形成し、このエリア毎に極
性反転が行われる。最後のエリアは３本の走査信号線を
選択することとなり、走査信号線の本数は満たされない
が、次の垂直同期信号周期では、時間内反転方法が実行
され、最初の走査信号線から再び５本づつの走査信号線
が所定のエリアとして、極性反転が行われる。
【００４０】このように、上記のようにすれば、交流化
周期を自在に変更することができる。
【００４１】さらに上記の説明においては、３垂直同期
信号周期毎に時間内反転方法を実行し、その中で各走査
信号線に対応した空間内反転方法を実行するとしたが、
時間内反転方法を実行する周期は、同一の長さの垂直同
期信号周期を単位とせず、周期的に長さが変化する単位
としてもよい。例えば、１垂直同期信号周期、２垂直同
期信号周期、３垂直同期信号周期をあわせて一つとした
単位として、この単位毎に時間内反転方法を繰り返し行
うようにしてもよい。この場合の各垂直同期信号周期に
おける空間内反転方法の動作は、上記の場合と同様にし
て行われる。
【００４２】また、上記の説明においては、液晶表示パ
ネルを例に説明を行ったが、本発明は他の表示パネルの
場合において実施してもよい。
【００４３】なお、本発明は、上述した本発明の画像表
示装置の制御手段の全部または一部の手段の機能をコン
ピュータにより実行させるためのプログラムであって、
コンピュータと協働して動作するプログラムであっても
よい。
【００４４】また、本発明は、上述した本発明の画像表
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示装置の制御手段の全部または一部の手段の全部または
一部の機能をコンピュータにより実行させるためのプロ
グラムを担持した媒体であり、コンピュータにより読み
取り可能且つ、読み取られた前記プログラムが前記コン
ピュータと協動して前記機能を実行する媒体であっても
よい。
【００４５】なお、本発明の一部の手段（または、装
置、素子、回路、部等）とは、それらの複数の手段の内
の、幾つかの手段を意味し、あるいは、一つの手段の内
の、一部の機能を意味するものである。
【００４６】また、本発明のプログラムを記録した、コ
ンピュータに読みとり可能な記録媒体も本発明に含まれ
る。
【００４７】また、本発明のプログラムの一利用形態
は、コンピュータにより読み取り可能な記録媒体に記録
され、コンピュータと協働して動作する態様であっても
良い。
【００４８】また、本発明のプログラムの一利用形態
は、伝送媒体中を伝送し、コンピュータにより読みとら
れ、コンピュータと協働して動作する態様であっても良
い。
【００４９】また、本発明のデータ構造としては、デー
タベース、データフォーマット、データテーブル、デー
タリスト、データの種類などを含む。
【００５０】また、記録媒体としては、ＲＯＭ等が含ま
れ、伝送媒体としては、インターネット等の伝送機構、
光・電波・音波等が含まれる。
【００５１】また、上述した本発明のコンピュータは、
ＣＰＵ等の純然たるハードウェアに限らず、ファームウ
ェアや、ＯＳ、更に周辺機器を含むものであっても良
い。
【００５２】なお、以上説明した様に、本発明の構成
は、ソフトウェア的に実現しても良いし、ハードウェア
的に実現しても良い。
【００５３】以上のように、本発明は、例えば、液晶表
示素子を、マトリクス状に配列した液晶パネルの表示電
極及び走査電極に、それぞれ駆動信号を出力する表示側
駆動回路及び走査側駆動回路をもった液晶モジュール
と、この液晶モジュールの動作を制御するタイミング回
路を備えた液晶表示装置用駆動回路に対し、各走査信号
線に順次走査電圧を印加し、各走査信号線を選択する期
間にその選択走査信号線上の液晶表示素子の選択・非選
択データに応じて、表示信号線から選択電圧・非選択電
圧を印加して液晶駆動をする、いわゆる時分割駆動方法
において、ある垂直同期信号周期中に全走査信号線数ｎ
よりも小さな数ｍ本の走査信号線を選択する毎に、液晶
表示素子への印加電圧の極性を反転する様に液晶駆動を
行い、次の垂直同期信号周期では前の垂直同期信号中に*
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*各液晶表示素子へ印加された駆動信号と逆の極性の駆動
信号を印加して、垂直同期信号周期の２倍の期間毎で交
流化を行うことを特徴とする液晶駆動方法である。
【００５４】また、本発明は、例えば、ある垂直同期信
号周期中に全走査信号線数ｎよりも小さな数ｍ本の走査
信号線を選択する毎に、液晶表示素子への印加電圧の極
性を反転する様に液晶駆動を行い、次の垂直同期信号周
期では前の垂直同期信号中に各液晶表示素子へ印加され
た駆動信号と逆の極性の駆動信号を印加して、垂直同期
信号周期の２倍の期間毎で交流化を行うことを特徴とす
る液晶駆動用コントローラ集積回路である。、各走査信
号線に順次走査電圧を印加し、各走査信号線を選択する
期間にその選択走査信号線上の液晶表示素子の選択・非
選択に応じて、表示信号線から選択電圧・非選択電圧を
印加して液晶駆動を行うマトリクス状液晶表示装置の時
分割駆動方法において、ある垂直同期信号周期中に全走
査信号線数ｎよりも小さな数ｍ本の走査信号線を選択す
る毎に、液晶表示素子への印加電圧の極性を反転する様
に液晶駆動を行い、次の垂直同期信号周期では前の垂直
同期信号周期中に各液晶表示素子へ印加された駆動信号
と逆の極性の駆動信号を印加して、垂直同期信号周期の
２倍の期間毎で交流化を行うことで、液晶自身の劣化及
び液晶表示上の焼き付け（残像）の発生を防止するのに
大きな効果がある。
【００５５】
【発明の効果】以上のように、本発明は、垂直同期信号
周期の少なくとも２倍の期間毎で、表示パネルの画素に
印加される電圧の交流化を行うことで、液晶自身の劣化
及び液晶表示上の焼き付け（残像）の発生を防止するの
に大きな効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】図２の画像パターンを表示する、本発明の駆動
方法による液晶表示素子への駆動信号波形図
【図２】画像パターンの一例を示す図
【図３】図２の画像パターンを表示する、従来例の駆動
方法による液晶表示素子への駆動信号波形図
【図４】従来例および本発明の実施の形態による画像表
示装置の構成図
【符号の説明】
Ｖ０  走査信号及び表示信号の選択ハイレベル
Ｖ１  走査信号の非選択ハイレベル
Ｖ２  表示信号の非選択ハイレベル
Ｖ３  表示信号の非選択ローレベル
Ｖ４  走査信号の非選択ローレベル
Ｖ５  走査信号及び表示信号の選択ローレベル
ｔ    １走査信号線を選択する時間
Ｙ１、Ｙ２、……、Ｙ１８、Ｙ１９  走査信号線
Ｘｉ  表示信号線



(7) 特開２００３－１１４６５２

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】



(8) 特開２００３－１１４６５２

フロントページの続き
  
Ｆターム(参考） 2H093 NA06 NA33 NA34 NC09 NC11
                      ND12 ND35 
                5C006 AC02 AC24 AC26 AF42 AF44
                      BB12 BC03 BC11 BC22 FA34
                5C080 AA10 BB05 DD10 DD29 FF09
                      JJ02 JJ04 



专利名称(译) 图像显示控制方法，图像显示装置

公开(公告)号 JP2003114652A 公开(公告)日 2003-04-18

申请号 JP2001307285 申请日 2001-10-03

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 中川悟
前田重徳

发明人 中川 悟
前田 重徳

IPC分类号 G02F1/133 G09G3/20 G09G3/36

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.545 G09G3/20.611.D G09G3/20.621.B G09G3/20.670.J

F-TERM分类号 2H093/NA06 2H093/NA33 2H093/NA34 2H093/NC09 2H093/NC11 2H093/ND12 2H093/ND35 5C006
/AC02 5C006/AC24 5C006/AC26 5C006/AF42 5C006/AF44 5C006/BB12 5C006/BC03 5C006/BC11 
5C006/BC22 5C006/FA34 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD10 5C080/DD29 5C080/FF09 5C080
/JJ02 5C080/JJ04 2H193/ZA21 2H193/ZB42 2H193/ZC15 2H193/ZC20

代理人(译) 松田 正道

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：为了防止液晶显示面板的劣化和图像残留（残像），抑制
不均匀串扰的发生，并缩短施加至像素的电压的交流周期。 在时分驱动
方法中，每当在某个垂直同步信号周期中选择了几条小于总扫描信号线
数n的扫描信号线时，施加到液晶显示元件的电压的极性就会反转。 如
上所述地驱动液晶，并且在下一垂直同步信号周期中，施加与在先前的
垂直同步信号期间施加到每个液晶显示元件的驱动信号具有相反极性的
驱动信号。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/57bd3618-757f-44de-8bca-fb2abf65f216
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/019126774/publication/JP2003114652A?q=JP2003114652A

